
加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 広告物等に関する景観形成事業 部 局 名 都市計画部

課（室）名 都市計画課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０２秩序あるまちなみを形成する

事 業 実 施 期 間 平成5年度

事 業 区 分 ④義務的施策事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
屋外広告物法、兵庫県屋外広告物条例

現 状 と 課 題

条例に基づく許可審査等や啓発を実施しているが、依然として違反広告物は存
在している。ボランティア活動の促進や重点地区、重点路線での簡易除却等の
取組みのほか、未申請・違反広告物の把握のため、市内主要路線における広告
物の掲出状況確認を行っている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市内の屋外広告物、広告主、広告業者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

屋外広告物法及び兵庫県屋外広告物条例に基づく許可や違反是正指導を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

屋外広告物の無秩序、無制限な氾濫を抑制し、市内の良好な景観形成を図ると
ともに、公衆への危害を防止する。

1,7851,6401,722

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

県屋外広告物条例に基づく許可事務等を遂行し、良好な景観形成に貢献してい
る。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 1,722

そ の 他 特 財 1,722

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０１５都市景観形成事業

目 ０１都市計画総務費

項 ０５都市計画費

款 ０８土木費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 広告物等に関する景観形成事業 部 局 名 都市計画部

課（室）名 都市計画課

件

件

対 象 指 標 名

屋外広告物許可等申請
件数

577533537

未更新広告物件数 件 242523

成 果 指 標
分 析 結 果

許可事務等に伴う是正指導や、簡易除却作業の実施などにより、違反広告物の是正が図られ
てきている。あわせて、違反広告物に対する苦情も減少している。

屋外広告物許可件数 件 577533537

違反広告物是正指導件
数

件 1506975

違反広告物簡易除却件
数

件 913876653

活 動 指 標
分 析 結 果

兵庫県屋外広告物条例に基づき、広告主や広告物業者に対し、許可
更新の通知、督促を行うなど屋外広告物の許可申請事務を行ってい
る。また、簡易除却作業を実施し、違反広告物の是正を行ってい
る。

違反広告物是正件数

目 標 値

0

目標年度

平成32
年度

746369

違反広告物に対する苦
情件数

0平成32
年度

000

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

件

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 都市景観形成事業 部 局 名 都市計画部

課（室）名 都市計画課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０２秩序あるまちなみを形成する

事 業 実 施 期 間 平成11年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市景観まちづくり条例

現 状 と 課 題

条例に基づく大規模建築物等の届出等に加え、公共サイン整備基本方針、景観
形成地区の指定などにより、市が主体として取り組む景観まちづくりを推進し
てきた。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市内で大規模な建築物や工作物等を建築（新・増・改築）しようとする者、景
観まちづくりを推進する団体

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

加古川市景観まちづくり条例に基づく公共事業等の景観形成に関する協議、大
規模建築物等の届出に係る助言・指導、景観まちづくり市民団体等への支援を
実施する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

ゆとりとやすらぎある良好な景観の形成を図るため。

232,7672,813

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 2,813

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

住民主体で実施する景観まちづくりとともに、大規模建築物等の景観形成誘導
により、良好な景観形成と住環境の整備が図られつつある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 2,813

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０１５都市景観形成事業

目 ０１都市計画総務費

項 ０５都市計画費

款 ０８土木費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 都市景観形成事業 部 局 名 都市計画部

課（室）名 都市計画課

件

本

対 象 指 標 名

加古川市景観まちづく
り条例に基づく協議件
数

10912

加古川市景観まちづく
り条例に基づく届出件
数

件 454538

成 果 指 標
分 析 結 果

指導・助言により事業者の景観形成を誘導できていることから、勧告・公表はない。

加古川市景観まちづく
り条例に基づく協議書
審査件数

件 10912

加古川市景観まちづく
り条例に基づく届出書
審査件数

件 454538

活 動 指 標
分 析 結 果

必要に応じて大規模建造物等の色彩や敷地の緑化などに対して指
導・助言を行っており、良好な景観形成の誘導に一定の成果が得ら
れている。

加古川市景観まちづく
り条例に基づく勧告及
び公表件数

目 標 値

0

目標年度

平成32
年度

000

シンボルツリー等の高
木植栽数

100平成32
年度

125226341

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

件

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-1092-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 土地区画整理事業に要する一般
的経費

部 局 名 都市計画部

課（室）名 市街地整備課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０２秩序あるまちなみを形成する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

土地区画整理事業を円滑に行うため、必要となる一般的経費を計上し、執行し
ている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

土地区画整理事業

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

関係機関との調整や協議を行うとともに、事業に係る事務を執り行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

事業を円滑に遂行するため。

596387412

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 412

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

事業に係る事務を適切に実施している。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 412

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ００５土地区画整理事業に要する一般
的経費

目 ０２土地区画整理費

項 ０５都市計画費

款 ０８土木費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 土地区画整理事業に要する一般
的経費

部 局 名 都市計画部

課（室）名 市街地整備課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-1094-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 間形地区まちづくり事業 部 局 名 都市計画部

課（室）名 市街地整備課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０２秩序あるまちなみを形成する

事 業 実 施 期 間 平成30年度

事 業 区 分 ⑦投資事業

地  区  別 加古川地区

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
土地区画整理法

現 状 と 課 題

市街化調整区域であることからほとんどが農地であり、未接道地も存在する。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

施行予定区域内の権利者および近隣住民

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

土地区画整理事業の実施に向け、土地区画整理組合設立の支援を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

秩序ある市街地を形成する。

2,538

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 2,538

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

平成２８年度から、毎年計画通りの回数の勉強会が行われ、事業組合設立に向
けて予定通り進んでいる。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 2,538

そ の 他 特 財

平成33年度～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０１０土地区画整理事業

目 ０２土地区画整理費

項 ０５都市計画費

款 ０８土木費

会  計 ０１一般会計

-1095-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 間形地区まちづくり事業 部 局 名 都市計画部

課（室）名 市街地整備課

組合

組合

対 象 指 標 名

同意が必要な地権者数 32

同意が必要な面積 ｈａ 4.7

成 果 指 標
分 析 結 果

まちづくり協議会（土地区画整理準備組合）が設立（市民団体認定）され、目標を達成でき
た。

まちづくり勉強会開催
回数

回 5

活 動 指 標
分 析 結 果

まちづくり勉強会を５回／年開催し、目標を達成できた。

土地区画整理準備組合
設立数

目 標 値

1

目標年度

平成30
年度

1

土地区画整理組合設立
数

1平成33
年度

0

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-1096-


